
平成２０年１月２８日

平成１９年度「おとなの長旅・九州」実証事業に９１名が参加！
～九州８地域のモニターツアーが終了～

（ ） 、 、長期滞在型観光 国内ロングステイ／二地域居住 は 団塊世代の大量退職時代を迎え

国内旅行の需要拡大や地域の活性化の起爆剤として期待されるものであるとともに、旅行

者にとっては地域とのより深い交流により豊かな生活を実現するものであることから、そ

の推進は極めて重要です。

このため、九州運輸局では、九州型ロングステイの確立に向けて、国土交通省のニュー

ツーリズム創出・流通促進事業の選定を受け、地域の関係者等と連携して、九州内の８地

域（別府、竹田、阿蘇、佐世保・波佐見、平戸、上五島、綾、北薩摩）で、陶芸・農業体

験など地域の特色を活かした２３の滞在プランを用意し、平成１９年10月から12月にか

けて実証事業を実施しました。

この実証事業には、九州内をはじめ関東、関西などから合計９１名が参加しました（詳

細は別紙参照 。）

最も参加者の多かった地域は竹田で次いで北薩摩、阿蘇と続きました。

また、プラン別では竹田の「プチ湯治」が最も多く、次いで別府の「温泉三昧 、北薩」

摩の「ゴルフ三昧」と続きました。

、 、 、参加者アンケートでは 今回の実証事業の全体評価として 95％の人が満足しており

特にガイドやコンシェルジュ、宿の人々のホスピタリティーが高く評価されました。

一方、現地での交通手段や食事処の情報提供について不満の声が聞かれました。

また、約半数の人が次回も九州での長期滞在を望んでおり、九州の魅力を再認識しても

らえたものと考えられます。

、 、 。今後 本調査結果をさらに分析し 九州型ロングステイの普及促進に努めてまいります

なお、実証事業の結果報告として 「おとなの長旅・九州」フォーラムを、３月中旬に、

開催したいと考えておりますので、詳細が決まり次第お知らせします。

〈 〉問い合わせ先

九州運輸局 企画観光部観光地域振興課

担当 ： 押井・嘉村・稲葉

電話 ： ０９２－４７２－２９２０

九州運輸局Ｎｅｗｓ Ｒｅｌｅａｓｅ 国土交通省



別紙１

    ２．年代別比率

　　　３．１組あたりの人数比率

平成１９年度「おとなの長旅・九州」実証事業参加者の状況（全般）

九州内からの参加が6割を占め、関東、
関西からの参加者は、ほぼ同数であっ
た。
その他は、広島県、山形県からそれぞ
れ1名の参加であった。

　　　１．男女比率

　　　４．参加者の出身エリア

男女比については、ほぼ半々だった。 60代以上が約７割と年齢層は高い。

夫婦での参加が21組（42名）、一人参加が
42名で同数であった。
グループでの参加は、3組7名（2人組が
2組、3人組が1組）の参加であった。

男性 48%

女性 52%

(44名)

(47名)

20代 2%
40代 2%

30代 1%

50代 9%

60代 47%

70代 18%

80代 2%

不明 19%

(43名)

(8名)

(2名)

(1名)
(2名)

(16名)

(2名)

(17名)

1名参加
46%

2名参加
51%

3名参加
3%

(42名)

(46名)

(3名)

その他 2%
関西 16%

九州 63%

関東19%

(57名)

(17名)

(15名)
(2名)

 



別紙２

平成１９年度「おとなの長旅・九州」実証事業の地域別・年代別の参加者の状況

１．各地域別の参加者の内訳
地域 男女別 方面別

滞在プラン 参加者
その他( )参加者数 男 女 関東 関西 九州

別 府
11 4 7 3 3 5 0湯けむり・別府のお試し暮らし

( )11
17 7 10 1 6 10 0竹 田 心とからだをリセットするプチ湯治

18 1 0 1 0 0 1 0( ) 押し花アートの達人になる
2 1 1 1 0 1 0阿 蘇 世界最大級のカルデラで過ごす大自然満喫の旅
8 2 6 1 1 6 0地獄温泉・垂玉温泉 本格的湯治の１週間

13 3 2 1 2 0 1 0( ) 千年の草原を駆け抜けるホーストレッキング
佐世保

2 2 0 0 0 2 0ヨット・カヤック・釣りに明け暮れる海人生活１週間
( )2

4 3 1 3 0 0 1波佐見 やきものを極める田舎暮らしの旅
6 2 1 1 0 2 0 0( ) 里山暮らし５日間

平 戸
8 2 6 1 0 7 0平戸・自然と的山大島めぐり～フリーチョイス～

( )8
1 1 0 0 0 1 0上五島 明日の世界遺産に出会う島で教会巡りウォーク＆クルーズ
2 1 1 2 0 0 0〃 チャーチコンサート

5 2 2 0 0 0 2 0( ) 上五島の浜ちゃんと行く釣り三昧の旅
9 6 3 0 1 8 0綾 土に親しみ、食を見つめ直す綾の１週間

12 3 1 2 1 0 1 1( ) 染織工芸家への道１週間
10 6 4 2 2 6 0北薩摩 秋のゴルフ三昧と旬の北薩摩まるかじり

16 6 3 3 0 0 6 0( ) 美と健康の黒づくしの里 鹿児島でゴルフ三昧
91 44 47 17 15 57 2合 計

２．年代別参加者の内訳
２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 不 明 合 計

男性 １ １ ０ ２ ２３ ８ ２ ７ ４４
女性 １ ０ ２ ６ ２０ ８ ０ １０ ４７
計 ２ １ ２ ８ ４３ １６ ２ １７ ９１

（参考）
参加者からの声
◆のんびりと温泉三昧できた （阿蘇）。
◆天候に恵まれ大自然を満喫した。プロフェッショナルな指導者がよかった （佐世保・波佐見）。
◆ガイド、ボランティアの方が気持ちがよかった （平戸）。

、 、 、 。（ ）◆観光化 商業化されていない環境や 担当者 ガイド等関係者の人柄と誠実な対応が良かった 上五島
◆日常生活では体験できないことを体験した （綾）。
◆ゆったりとしたゴルフプレー、おいしい食事、広いホテルスペース、お風呂等大いに満足 （北薩摩）。
◆体験プログラムの事前情報がもっとあれば、参加講座や参加日がわかった （別府）。
◆作陶、町内の見学、登り窯焚きは素晴らしかった （佐世保・波佐見）。
◆もっと農業体験の日数が多いほうがよかった （綾）。
◆ガイドの地元への思いが伝わり、気持ちよい時間だった （平戸）。
◆便数も少ないが、連絡も悪い（５分遅れで１時間以上の待ち時間 （阿蘇））。
◆公共交通機関がないので、バスの移動はできないが、その分世間を離れてゆっくりできた （北薩摩）。
◆ホテルでの食事、外食とバラエティに富んでいて非常によかった （竹田）。
◆オンパクで同行した地元の方と親しくできた （別府）。
◆竹田市内を一人で散策し、出会う人が皆親切だった （竹田）。


